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	第１　 請求の趣旨
	１　 被告は、原告に対し、●万円および、これに対する令和●年●月●日から支払い済みまで、年３分の割合による金員を支払え。
	２　 被告は、別紙投稿記事目録記載の投稿記事を削除せよ。
	３　 訴訟費用は被告の負担とする。

	第２　 請求の原因
	１　 本件投稿
	(1)  氏名不詳者による投稿
	(2)  仮処分決定による削除
	(3)  原告による送信防止措置依頼
	(4)  被告による投稿の復活

	２　 不法行為に基づく損害賠償請求権
	(1)  被告の行為
	(2)  人格権侵害
	(3)  無形損害
	(4)  本件における損害額算定の諸事情
	ア 　インターネットで公開されており、誰でも容易に閲覧できること
	イ 　本件サイトのアクセス数は多く、多数の者に閲覧された可能性があること
	ウ 　被告は、本件投稿が裁判所により違法認定されている事実を知りながらいったん削除したあと公開しており悪質であること
	エ 　●（被害者の社会的属性）
	オ 　●（等）
	(5)  　損害及び損害額
	(6)  弁護士費用
	(7)  小括

	３　 削除請求権
	(1)  人格権侵害差止請求権
	(2)  本件投稿
	(3)  違法性阻却事由

	４　 結論


